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ブロイラーの専門農協である深川養鶏農業協同組合（末永明典組合長）が、この度、

環境美化運動を実施しました。

この運動は、鶏舎付近の環境美化並びに鳥インフルエンザ対策への取り組み状況につ

いて、長門市内のブロイラー部会員の約40か所の農場を当組合生産部と農林事務所職員

（下関、長門）が巡回調査したものです。

特に、近年の鳥インフルエンザ対策の重要性から環境美化の項目に加えて、外部から

のウイルスの侵入を防ぐための消毒や野鳥・野生動物対策などについて数多くのチェッ

ク項目が設定されており、地区ごとに分かれた担当者が入念な調査を行いました。

この巡回調査の結果は取りまとめられ、後日、優秀な部会員が表彰されることとなっ

ています。

農林事務所では、こうした取り組みを今後も支援していくこととしています。
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